
福岡市保健所における
HIV関連事業について

福岡市保健所感染症対策部感染症対策課

感染症対策係



福岡市について
人口 165万人（R6.1.1時点）

（男性78万人、女性87万人）

行政区 東、博多、中央、南、城南、早良、西

世帯数 88万世帯

福岡県の県庁所在地



HIV/AIDS患者数の推移



HIV予防（啓発）
博多駅や各区役所のデジタルサイネージなどで情報発信

博多ポートタワーや赤煉瓦文化館の赤色ライトアップ

エイズデー期間中、エイズデーポスターコンクールの作品展示

MSMコミュニティセンターHACOとの情報交換/啓発



HIV検査について
・福岡市内７区の保健福祉センターでHIV・
梅毒・クラミジアの検査を実施

・博多区、中央区は毎週、他５区は月に１
回

・休日即日検査を、月に１度日曜日に実施



HIV検査件数の推移



福岡市の課題
受検者数は減少傾向にあり、HIV感染者の報告数も減少している。

⇒市民の関心の薄れによるものと考えられ、今後啓発資材などを用いて検査数を増やす
必要がある。

また、開庁時間への来所が難しい人への新しいアプローチも必要となる。

⇒今後、郵送検査によって、新規層が検査を受けることができるように、市民への郵送検
査・通常検査の周知に取り組んでいく。



郵送検査の活用について
令和７年６月17日付の厚労省事務連絡により「郵送検査キット」の活用
が可能となった。

現状の検査体制の課題

① HIV/梅毒の即日検査のニーズが高い

→検査と結果受取りのために２回来所することが障壁？

② 行政が実施している日時が限定的

郵送検査を、プレ検査として導入を検討（R7.11月～）

※自宅での検査ではなく、郵送検査キットを用いて各区保
健福祉センターにて 検査を行う。

・R7年度11月より、中央区の保健福祉センターなど各区でも郵送
検査を選択できるようにした。



表．郵送検査の活用について検討したこと
結果受取り率を
下げない取組み

が必要



郵送検査（会場型）を試行してみて
令和７年11月から福岡市内の各区保健福祉センターで試行実施

延べ17回、受検者数は56人、結果受取り率は100％（R8.1月時点）

＜検査の流れ＞

事前説明の動画視聴

キット配布

自己採血

検体提出

職員による
サポートあり



郵送検査（自宅へ郵送）の課題
正しい「自己採血」や「検体提出」が難しい方が、一定数見受けられる。

＜具体例＞
検査キットには、多数の説明書類が同封されており、段取りが分かりにくい

血液を採取したろ紙とアルコール綿を同封してしまい、検査不能に

申込書の同封忘れ

本人控えを誤って廃棄・・・など

→職員等による対面サポートが当面の間、必要と考えられた。

→令和８年度は、対面サポートありの「会場型」と「自宅へ郵送」を併用し、

結果受取り率（回収率）と受検者の利便性を向上させる検査体制を構築する。



ご清聴ありがとうございました。
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